
場所:ＣＯＭ３９館5 階会議室　 時間:13時～15 時11月4･18日　12 月2･16日組合貝労働相談日のお知らせ(無料〉

個別相談対応とさせていただいております｡ご相談の向きは､組合事務局までご連絡ください。組合員法律相談日について

法
律
・
労
務

相
談
所

テ

レ

ワ

ー

ク

②

所

定

外

労

働

◆

テ

レ

ワ

ー

ク

労

務

の

Ｑ

＆

Ａ

Ｑ

．テ

レ

ワ

ー

ク

中

の

社

員

の

時

間

外

労

働
・

休

日

労

働

は

ど
の

よ

う

に

管

理

す

れ

ば
よ

い

で

す

か
？

Ａ
．テ

レ

ワ

ー

ク
で

働

く

労

働

者
に

も

労

働

基

準

法

等

の

各

理

労

働

法

は

適

用

に

な
り

ま

す

。

テ

レ

ワ
Ｌ

ク

を

行

う

上

で

の

問

屋

点

や

課

題

と

し

て

長

時

間

労

働

や

残

巣

代

の

支

払

い

が

挙

げ

ら

れ

て
い

ま

す

。
自

宅

で

業

務

を

行
っ
て

い

る

場

合

、
時

間

外

で

も

残
っ
て

い

る

仕

事

が

気

に

な

り

業

務

を

再

開

し

た

り

、
休

日

で

も

業

務
の

続
き

を

し

て

し

ま
っ
た

り

と
『
業

務
の

終

わ

り

』
の

区

別

が
つ

け
に

く

く

な

り

ま

す

。

こ

う

し

て

労

働

者

が
テ

レ

ワ

ー

ク

で

無

制

限

に

時

間

外

労

働

、
休

日

労

働

を
行
っ

た

場

合

、

会

社

は

割

増

賞

金

の

支

払

い

が

必

要

に

な

り

ま

す

。

具

体

的

な

長

時

間

労

働
の

防

止

策

と

し
て
・・・

①

役

職

者

等

か

ら

時

間

外

や

休

日

に

お

け

る

メ

ー
ル

送

信
の

抑

制

、
自

粛

②

所

定

時

問

外

に

は

ア

ク

セ

ス

で

き

な

い

よ

『
フ
な
シ
ス
テ

ム
に

設

定

す

る

。

③

テ

レ

ワ

ー

ク

時

の

時

間

外
・
休

日

、
深

夜

労

働

の

原

則

華

止

①

に
つ
い

て

、
原

則

、
会

社

か

ら

の

違

絡
（

も
ち

ろ

ん

労

働

者

か

ら

の

業

務

報

告

も

）
は

所

定

時

間

外

に

は

行

わ

な

い

と

し

、
急

廸

、
翌

日

の

業

務
に

関

す

る

連

絡

等

が

必

要

に

な

る

場

合

に

傭

え
『
就

業

時

間

外

は

、
メ

ー
ル

や
チ

ヤ
ツ

ト

ヘ
の
ロ

グ

イ
ン

や

返

信

は

不

要

』
と

事

前

に

基

本
ル

ー
ル

を

周

知

す

る

こ

と

で

、
直

ち

に

労

働

時

間

と

み

な

さ

れ

る
リ

ス

ク

は

少

な

く

な

る

か
と

思

い

ま

す

。

②

に
つ
い

て

は

、
強

制

的

に

業

務

が
で

き

な

い

よ

う

に
し

長

時

間

労

働

を

防

止

す

る

方

法
で

す

。

③

に
つ

い

て

は

、
業

務

の

繁

忙

期

や

、
テ

レ

ワ
Ｌ

ク

が

常

態

で

あ

る

場

合

に

は

、
難

し

い

か

も

し

れ
ま

せ

ん

。
そ

の

場

合

は
原

則

禁

止

と

し

た
上

で

。
就

業

規

則

に
よ

り

事

前

申

告

、
事
前

許

可

材

を

定

め

、
か
つ

、

時

間

外

に

業

務

を

行
っ
た

内

容

、
実

績
に

つ
い

て

報

告

を

義

務

付

け

る

等

ル

ー

ル

化

す

る
こ

と

が

必

要

に

な

り
ま

す

。

時

問

外

労

働

等

に
つ
い

て

労

働

者

か

ら

の

事
前

申

告

が

な
か
っ
た

り

、
申

告

に

対

し

て

許

可

を

与

λ
な

か
っ
た

場

合

で

も

、

巣

務
皿

が

過

大

で

あ
っ
た

り

、

明

示
、
黙

示

の

指

押

命

令

が

あ
っ
た

と

解

し

う

る

場

合
に

は

、
労

働

時

間

に
該

当

し
ま

す

。

必

要

に

応

じ
て

、

労

働

時

間

や

業

翻

内

容

等

に
つ
い
て

見

直
し

ま
し
よ
う

。

関

西

労

務

管

理

研

究

所

第
５
０
６
回

俳
句
心＝

秋
と
も
な
る
と
岩
礁
や
海
底
の

州
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
岩
頭
、
岸
壁

な
ど
に
魚
が
寄
っ
て
来
る
。
そ
こ

を
ね
ら
っ
て
釣
る
「
根
釣
」
を
九

月
の
兼
胆
と
す
る
。

初
心
者
の
根
釣
に
大
物
か
か
り
け
り

加
太
の
沖
根
釣
の
穴
場
捕
へ
け
り

小
杉
一
夫

漁
火
の
一
つ
二
つ
と
根
釣
か
な

秋
遍
路
同
行
二
人
の
彫
法
師

林
　

春
泉

大
阪
船
場
繊
維
卸
商
団
地
協
同
組
合

第
３
９
６

回
理

事
会

を
開

催

1
0月
1
3日

肉
午
後
Ｏ

時
4
0分
か

ら
Ｃ
Ｏ
Ｍ
３
り
館
５
階
会
議
室
で

開
催

し
、
次

の
２

議

案
を

審
議
、

可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
１
号

議
案
　

令
和
３
年
「
新
年

祝
賀
会
」
の
開
催
に
つ
い
て
承
認

を
求
め
る
件

開
催
日
時

令
和
３
年
１
月
７
日
内

午
前
‥Ｈ
時
3
0分
～

開
催
場
所

千
里
阪
急
ホ
テ
ル
（
仙
寿
の
問
）

第
２
号
議
案
　

組
合
員
の
異
動
に

つ
い
て
承
認
を
求
め
る
件

①
「
譲
渡

（
脱
退
）
組
合
員
」

㈱
松
菱

「
譲
受
組
合
員
」

松
茂
興
産
㈱

②
「
譲
渡

（
脱
退
）
組
合
員
」

三

崎
商
事
㈱

「
譲
受
組
合
員
」

㈲
ピ
ン
ツ
ィ
モ
ニ
オ

③
「
出
資
買
取
組
合
員
」

タ
ン
ゴ
ヤ
㈱

船
場

繊
維

団
地
振

興

株
式

会
社

第
２
・－

３
回
取

締

役
会
を

開
催

1
0月
1
3日
肉
正
午

か
ら
Ｃ
Ｏ
Ｍ

３
号
館
５

階
会
議

室
で
開

催

し
、

次
の
３
議
案
を
審
議
、
可
決
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

第
１
号
議
案
　

令
和
２
年
６
月
１

日
～
令
和
２
年
９
月
3
0日
ま
で
の

事
業
報
告
並
び
に
収
支
報
告
の
件

岩
陰
に
根
釣
の
一
人
見
え
か
く
れ

池
越
え
の
シ
ョ
ッ
ト
の
決
ま
る
秋
茜

中
野
啓
子

岩
選
び
準
備
万
端
根
釣
か
な

配
達
夫
の
バ
イ
ク
遠
の
く
明
け
の
月

木
村
美
恵
子

今
日
こ
そ
は
釣
れ

る
予
感
の
根
釣

か
な

コ
ロ
ナ
禍
や
移
動
憚
（
は
ば
か
）
る

盆
休
み

鈴
木
勘
資

虫
の
音
に
暑
く
な
い
か
と
尋
ね
を
り

赤
銅
色
の
竿
持
つ
腕
根
釣
か
な

森
本
礼
子

根
釣
ず
き
頑
固
親
父
の
頑
固
岩

蝉
時
雨
コ
ロ
ナ
禍
の
世
を
洗
ひ
け
り

田
辺
督
旺

川
港
の
銅
鋼
に
ぴ
く
り
と
根
釣
か
な

門
前
や
風
船
葛
の
座
禅
中浜

口
高
子

ゝ

第
５
０
７
回
　

俳
句
会

秋

に
入
っ
て
も
コ

ロ
ナ
禍
は
一

進
一
退
の
相
変
ら
ず
の
状
態
が
続

い
て
い
る
。
十
月
の
兼
題
は
「
字

結
び
」
と
し
て
「
伐
株
」
と
す
る
。

季
語
は
各
自
に
自
由
に
考
え
て
も

伐
株
の
火
鉢
囲
み
て
祖
父
話
る

伐
株
の
主
は
い
づ
こ
今
日
の
月

小
杉
一
夫

第
２
り
議
案
　

創
立
5
0周
年
記
念

事
業
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
件

第
３
号
議
案
　

株
主
名
義
変
更

に

つ
い
て
承
認
を
求
め
る
件

①
（
旧
名
義
人
）
三
崎
商
事
㈱

（
新
名
義
人
）
㈲
ピ
ン
ツ
ィ
モ
ニ
オ

②
（
旧
名
義
人
）
㈱
松
菱

（
新
名
義
人
）
松
茂
興
産
㈱

③
（
旧
名
義
人
）
タ
ン
ゴ
ヤ
㈱

（
新
名
義
人
）
団
地
組
合

長
期

計
肩

委

員
会

を
開

催

９

月

８

日
向
、
Ｃ
Ｏ
Ｍ
３

号

館

５
階
会

議
室
で
今
年
度
の
第
２
回

長
期
計
画
委
貝
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

今
年
度
も
長
期
計
画
委
員
会
は
、

商
団
連
の

「
令

和
２
年
度
卸
商
業

団
地
機
能
向
上
支
援
事
業
」
と
し

て
補
助
金
を
受
け
、
昨
年
に
続

き

Ｐ
Ｗ
Ｃ
ア
ド
バ
イ

ザ
リ

ー
合
同
会

社

を
コ

ン

サ
ル

（
業
務

委
託

先
）

と
し
活

勁
し
て
い
く
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

今
年
度

は
、
長
期
計
画

委
員
会

に
加
え
３
つ
の
分
科
会

に
分
か
れ

プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
て
い
く

こ
と
を
決
定
し
、
令
和
４

年
２
月

ま
で
の
約
１
年
半
、
活
動
し
て
ま

い
り
ま
す
。

各
分
科
会
の
構
成

メ
ン

バ
ー
は
以

下

の
通
り
。

―
。
エ
リ
ア
再
開
発
分
科
会

駅
前
再
開
発
地
区
外
の
団
地
令
体

の

グ

ラ

ン

ド
デ

ザ

イ

ン

を

策
定

（
先

行

し

て
Ｃ
Ｏ
Ｍ
２

・
３

号

館

の
活
用
プ
ラ
ン
を
考
案
）

斧
か
ま
へ
た
る
蝶
蜘
と
目
の
合
ひ
ぬ

石
除

け
て
両
手

に
掬

ふ
鰍
（
か
じ

か
）か
な

林
　

春
泉

屋
久
鳥
の
伐
株
夢
に
星
月
夜

宿
選
び
Ｇ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
ト
ラ
ベ
ル
秋
高
し

中
野
啓
了

真
新
ら
し
伐
株
大
小
花
野
行
く

リ
ズ
ム
良
く
階
段
ド
り
る
敬
老
日

木
村
美
恵
子

伐
株
に
紅
葉
ひ
と
ひ
ら
落
ち
に
け
り

雨
や
み
て
小
さ
き
水
面
に
秋
夕
焼

鈴
木
勘
資

伐
株
の
年
輪
数
ふ
秋
彼
岸

枯
杉
穂
に
埋
も

る
伐
株
新
ら
し
き

森
本
礼
了

山
雀
（
が
ら
）の
伐
株
越

し
に
垣
根

越
ゆ

伐
株
に
落
つ
る
葉
屑
や
松
手
入
れ

田
辺
督
旺

鷹

の
羽
根
拾

ひ
し
背
（
せ

な
）を
風

立
ち
ぬ

伐
株
の
毬
柴
を
子
の
持
ち
た
が
る

浜
口
高
7
。

以
ｈ
　

浜
口
高
子
記

十
一
月
の
兼
題
は
「
大
根
」
で
す
。

兼
行
事
予

定
（
令
和

二
年

）

１１
月

25 17 10 ａ

HI
｜｜

予

群

４８111５181７

膏
主

会
幹
事
会

荷
主

会
随
設
見
学

会

正
副

理
事
長
会

連
合

ブ
ロ

ッ
ク
会

役
員
会

団
地

組
合
珊

事
会

長
期

計
画

委
員
会

痢
Ｉ

プ
ロ

ッ
ク
会

第
２

ブ
ロ

ッ
ク
会

第
３

ブ
ロ

ッ
ク
会

第
４

ブ
ロ

ッ
ク
会

正
剛

理
事
長
会

ｌ

－

・

－

嗇

組合事務局の年末 ／年始の業務

12 月29 日(火)まで午前のみ業務

12 月30 日(水)～1 月３日(日)休み

1月 ４日(月)から午繭のみ業務

団地バスの年末／年始の運行

12 月29 日(火) 平日ダイヤ

12 月30 日(水)～1 月３日(日)休み

１月 ４日(月) 平日ダイヤ

００Ｍ第３・５パーキング

立体駐車場の年末／年始の営業

12 月29 日(火)まで通常某淵

12 月30 日(水)～１月３日(日)休み

1月 ４日(月)から通常業覇

令和３年 新年祝賀会

令和３年1 月７日(木)

午前11 時3011･ ゛r後1鴫

千里阪急ホテル｢ 仙寿の同｣

座
長
：

武
村
委
員
（
㈱
ア
ズ
）

メ

ン

バ

ー

：

藤

原

委

員

（
㈱

ジ
ェ

ッ
ト
）
・
井

戸

端
作

業
部

会

委

員

（
お
た

ふ

く
手

袋

㈱
）
・
内

山
作
業
部
会
委
員
（
白
鷹

メ
リ
ヤ

ス
㈱
）
・
小
杉
作
業
部
会
委
員

（
小

杉
善
㈱
）

２
．
産
官
学
迎
揆
分
科
会

人
阪
大
学
と
箕
面
市
を
ス
テ

ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
と
定
義
し
（

Ｉ

ド

ー
ソ

フ
ト
両
面
で
両

者
と
連
携
す
る

座
長
：

松
尾
委
員
（
松
尾
産
業
㈱
）

メ
ン
バ
ー
：

岡
田
委
員

（
㈱
コ

ッ

カ
）
・
杉
田

作

業

部
会

員

（
日

章

ア

ス
テ

ッ
ク
㈱
）
・
俣
野

作
業

部

会

委

貝

（
日

繊

商
工

㈱
）
・
山

根

作
業

部
会
委
員

（
山
根

エ
ン

タ
ー

プ
ラ
イ
ズ
㈱
）

３
．
企
業
誘
致
・
組
合
員
支
援
分

科
会

中
長

期
的
な
視
点
で
阪

大
発
の

ベ

ン
チ

ャ
ー
を
含
め
組
介
員
利
益
を

考
慮
し
た
幅
広
い
企
業
の
誘
致
を

日
指
す

座
長
：

木
田
委

員
（
大
阪
デ
リ

バ

リ
ー
㈱
）

メ
ン
バ
ー
：

前
川
委
員

（
泉
衣
料

㈱
）
・
．一
．
宮

作

業

部
会

委

員

（
㈱

西

欧
館
）
・
松
井

作

業
部

会
委

員

（
マ

ツ

イ

コ

ー

ポ

レ

ー

シ

ョ

ン

㈱
）
・
水

本

作

業

部
会

委

員

（
㈱

理
喜
）

尚
、
尾
池
委
員
長
と
コ
ン
サ

ル

の
Ｐ
Ｗ
Ｃ
ア
ド
バ
イ

ザ
リ

ー
合
同

会
社
及
び
事
務
局

は
、
基
本
全
て

の
分
科
会
に
参
加
い
た
し
ま
す
．

「
ビ
ジ
ネ
ス

英
語

繭

座
」
を
開

講

一
９
月
８
口
内

午
後
５
時
5
0分

か

ら
Ｃ
Ｏ
Ｍ
３
号
館
４
階
会
議
室
で
、

人

阪
大

学
外
国
語
学
部
主
催
、
団

地
組
合
共
催
の
「
ビ
ジ
ネ
ス
英
語

講
座
」

が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

こ
の
授
業
は
、
来
年
４

月
に
開
学

さ
れ
る
箕
面

新
キ
ャ
ン

パ
ス
に
先

駆
け
て
、
団
地
組
合
の
組
合
員
企

楽
向
け
に
公
開
講
座
と
し
て
実
施

さ
れ
る
も
の
で
、
総
数
1
6名
（
内
、

学
生
１
名
）
の
受
講
生
で
開
講
と

な
り
ま
し
た
。

今
後
、
令
和
３
年
１
月
2
1日
ま
で

1
4回
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

㎡・

に例
年
「
ヒ
ル
ト
ン
大
阪
」
で
開
催

さ
れ
て
お
り
ま
す
コ
ム

ー
ア
ー
ト

ー

ヒ
ル
連
合
ブ
ロ
ッ
ク
会
主
催
の
懇
親

会
に
つ
い
て
は
。
足
許
の
新
型
コ
ロ

ナ
禍
の
状
況
を
鑑
み
て
今
年
は
中

止
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

〒562-0035 大阪府箕面市船場東２丁目５-４７電話072-729･3321( 代)
発行人 理事艮･俣野富美雄 編集長 津田純二 編集人 専務理事･寺本正満

発行所
大 阪 船 場 繊 維 卸 商 団 地 協 同 組 合



ｺ ムアートニユース預り先 募 集中
コムアートニュースを置いて下さい｡ 団地内で店先に置いてもいいよという方募集しております。

酋072-729-3321( 代) 団地組合( 担当)山口までお電 話下さい。

Ｏ型

1
0月
1
5日

内
午
前
1
0時

か
ら
、
み

の
お

サ
ン
プ
ラ

ザ
ー
号
館
８

階
大

会

議
室
で
「
箕
面
市

防
犯
大
会
」

が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
関
係
で
例
年

よ
り
参
加
人
数

を
縮
小

し
て
の
開
催

で
し
た
が
「
み
ん
な
で
力
を
あ
わ
せ
て

安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
、
職
域
に

お
い
て
、
様
々
な
活
動
に
積
極
的
に
取

り

組

ん

で

行

く

事

を

決

議
し

ま

し

た
。

コムアートニュース

大

織

福

祉

協

力

会

秋

の

慰

霊

祭

を

厳

か

に

実

施

９
月
1
6日
内
、
滋
賀
県
大
津
市
の

比
叡
山
延
暦
寺
大
霊
園
に
お
い
て
恒

例
の
大
様
福
祉
協
力
会
の
慰
霊
祭

が

営
ま
れ
ま
し
た
。

今
回
は
昨
今
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
彫
響
も
あ
り
、
代
表
し
て
大
織
福

祉
協
力
会
役
員
を
中
心
に
小
規
模
な

形
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

1
1時
か
ら
、
慰
霊
塔
前
に
て
、
今

回
新
た
に
合
祀
さ
れ
た
１
柱
を
加
え

た
２
６
４
柱
の
物
故
者
法
要

が
比
叡

山
延
暦
寺
執
行

水
尾
寂
芳
権
大
僧
正

を
は
じ
め
３
名
の
式
衆
が
ご
出
仕
さ

れ
、
厳
か
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
新
た
に
合
祀
さ
れ
た
物
故
者

は
次
の
通
り
で
す
。

○
令
和
元
年
２
月
2
7日
没

金
本
武
司
霊
位

（
金
本
徳
㈱
）

箕
面
市
防
犯
大
会

積
極
的
な
防
犯
へ
の
取
組
み
を

決
議

大

阪

大

学

関

係

者

の

Ｃ

Ｏ

Ｍ

バ

ス

利

用

に

つ

い

て

コ

ム
ア
ー
ト
交
通

㈱
及

び
団
地
組

合
は
、
人
阪
大
学
と
の
問
で
、
北
大
阪

急
行
延

伸
工

事
完
成
ま
で
、
大

学
関

係
者

（
学
生
・
教
職

員
）
の
箕
面

新

キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
通
学
・
通
勤
手
段
の

確
保
の
為
、
Ｃ
Ｏ
Ｍ

バ
ス
利
用
に
つ
い

て
合
意
い
た
し
ま
し
た
。

学
生
・
教
職
員
の
Ｃ
Ｏ
Ｍ

バ
ス
乗
車

を
認
め
ま
す
が
、
学
生
に
つ
い
て
は
朝

の
ラ
ッ
シ
ュ
時
（
７
時
4
0分
～
９
時
）

の
利
用
は
不
可
と
し
、
従
来
の
Ｃ
Ｏ
Ｍ

バ
ス
利
用
者
へ
の
影
響
（
混
雑
）
回
避

を
図
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

?ｇ ？ ４`１

1７:００～21: ００ 年中無休

組合員の会社訪問

子
供
服
か
ら
婦
人
服
、
ナ
イ
ト

ウ
ェ
ア
ま
で
、
生

産
力
、
企
画

力
を
強
み
に
、
時
代
を
見
据
え

る
提
案
力
で
、
次
の
１
０
０
年

を
目
指
し
て
い
る
。

株 式 会 社 エ ム フ ア ー スト

ー － －－－ － －

所 在 地　 〒５４１-００５６

大阪 市中 央区 久太郎 町３,５-１３

ＴＥＬ ０６-６２４１-０２５６

ＦＡＸ ０６-６２４１-０３８７

Ｕ　 Ｒ　 Ｌ　htt ｐ;//ｍ･firｓl.ｃ０,jｐ/

代表 取締役　 伊置 雅Ｓ

創　　 秦　1921 年 （大正10 年 ）

資 本 金　 １億円

事 業 内 容　 レデ ィー スウ ェア ー，

ナイト ウェ アーの企 画 一製 造･卸，

及び 小充

間 遠 会 社　 又－ビ ルデ ィン グ株式会 社

創

業

百

周

年

の

ア

パ

レ

ル

メ

ー

カ

ー

2
0
2
1

年
に
創
業

１
０
０
周

年
を
迎
え
る
エ
ム
フ
ァ
ー
ス
ト
は

企
画
開
発

力
と
生

産
力
の
機
能
を
有
し
た
企
画

提
案
型
の
老
舗
ア

パ
レ
ル
製
造
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
。

顧

客
満

足
度
へ
の
こ
だ
わ
り
を
重
視
し
、
品
質

、
感

性
を
軸
と

し
た
価

値
観
の
備

わ
っ
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
手

掛

け
る
商

品

開
発

力

は
、
企
画
提

案
型
企

業
と
し
て
の
地
位
を
確
立
さ
せ
て
今
日
に
至
っ

て
い
る
。

近
年
で
は
時

流
商
流
の
変
化
に
対

応
し
、
消

費
者
直
販
モ
デ
ル

と
し
て
小

売
事
業
お
よ
び
Ｅ
Ｃ
事

桑
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、
よ

り
完
成

度
の
高
い
商
品
を
り
Ｉ
ズ
ナ
ブ
ル
に
届
け
ら
れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
要
と

な
る
生

産
力
に
お
い
て
は
縮
小
化

す
る
国
内

生
産
を

維
持
強
化
し
つ
つ
、
中
国

を
中
心
と
し
た
海

外

生
産
に
お
け
る
品
質
確
保
と
技
術
力
向
上
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、

このコーナーでご紹介する訪問企業を募集（掲載料無料）してい ます。ご希望の企業は、

酋072 － 729 － 3321 （代〉団地組合（担当：山口）まで、お気軽にお問い合せ ください。
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yl乖 認1( 夕ａ 嘉)

‘TI応

ｙ ・“

λ

･･１●●。 Ｑ 加 ｔ
ｊ

ナン・ライス食べ放題
ハッピーセット　１５００円(税込)

テイクア ウトＯＫ!

日 本人 に合う味を追究した本増インド料 理。

48 種類以上のインドスパイスを駆使して、８本人

に合う本場インド料理を提供しています。カレー

もナンもすべて店内手作りで、辛さが苦手な人や
子どもにも安心して食べられるように、ひとりひ

とりに合わせた味わいがうれしい人気店が箕面船

場に新規オープン！ファミリーやグループにもう
れしいパーティーメニューや手作りナンだけのテ

イクアウトも大歓迎。オーナーのシャルマさんの

笑顔に会いに出かけてみるのもオススメです。

所 在 地／ 箕面市ll 濾東 ２-５-４７

鴛業 時 間／11: ００～16 ；００

Ｔ Ｅ Ｌ ／ ０７２･７２６-８０２1

ＣＯＭ３ 号館 ＩＦ

＠

＆

この冬の新型コロナウイルスとインフルエンザの予防についておしえてください。

現在､一般的に行われている新型コロナウイルス感染症対策は、

1. マスクの 着 用

２.手 洗い･うがい

３.密にならない ように社 会的 距難( ソ ーシャル ディスタン ス) を保 つ

マスク無しで大声で話すなどはもってのほかです。

この時期になると､全国的にインフルエンザが流行しはじめますが､ 例年何千人の患者が出るとこ

ろ､ 今年はまだ数人に過ぎません。これは､コロナ対 策がインフルエン ザ対策にもなっていることを

意味します｡さらに､インフルエン ザにはワクチンや特効薬が存在します｡ 問題は､コロナとインフル

エンザに同時感染 することです｡多重感染 率は多くとも２０％位までですが､予防はしっかりと行い

ましょう。

当院でのコロナ対 策は､飛沫あるいは接触感染予防に､診療所の前に厚手のビニールを張り巡ら

せ､小窓を通して､ 体温を測定し､1. 周囲にコロナ感染者や濃厚接触者がいるか　２.咳や痰､ 息切れ

(呼吸困難) ３.下痢･嘔吐　４.味覚･嗅覚以上　５.だるさ( 倦怠感)など　 があるかどうかを尋ねま

す。体温は３７.5℃を超えると入室をお断りしています。さらに､院内全体にイオン発生装置を10 台

設置し､ウィルスの増殖を防いでいます｡ 院内では､ アルコール消毒し､社会的距離に留 意していま

す 。

結 果を出 すことを鳥 らず､自が こ助 力 いtａ ま何かを見 つめて。

そうすな 力 が毒えられ 賑騰《啼 搬 漣え に つヵぐて･きます。
暗

一気Jこたくさμ 飛 を咲 か せようaj てt・ せんか｡刳 ま根を張り栄

費を蓄 え佃･ ｍ｡ これからめ鵬 大 蓼な時 期と心 倦て古。
AＢ型

四 こでき＆こ４ 四) 人 のたぬ こ発 晟｡ てくだ＆ ゝ

愛情だ 匈 り 乃エネルギ ーを1附 与えることで自 分C 山t 奪楊 こ。
Ａ型

今がｽﾀｰﾄ の時｡ 今 まで自 分 でも気づ かなか つたエネjレギ ー

が 湧いて 来るでtよ う｡気 負Ｓ二とな《片り ぐり楽しく逢 んでfi つて 。

C ｏｍ ｐａｎy Ｐrｏfilｅ

叫1 出唯iJ: ｆ ７ＥＥＩ］
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